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成果公開有償利用

ミツバチの行動を司る脳の分子神経基盤の解析

クリオスタット

前年度までに、蛹キノコ体の増殖細胞と非増殖細胞のそれぞれにおいて高発現する遺伝子を同定していた。今年度は、本装置を用い

て作成したミツバチの蛹や成虫の脳切片を用い、これらの遺伝子のin situ hybridization を行った。この結果、蛹キノコ体の増殖細胞

や、未成熟/成熟ケニヨン細胞で選択的に発現する遺伝子を複数同定した。得られた成果は、これまでの成果と合わせて国内外で学会

発表し、現在国際誌に投稿中である。

　令和　6　　年　　　4　月　　1　　日　〜　令和　　7　　年　　3　　月　　31　　日

R6-B25

ミツバチは農作物の花粉媒介者として用いられる益虫だが、近年、害虫防除のための農薬がミツバチの行動にも影響を与え、蜂群崩壊

の一因となっている可能性が報告されている。本研究によりミツバチの行動を司る脳の分子発生基盤が明らかになることで、ミツバチの

成育や行動における農薬の作用機序の解明や、非侵襲的な農薬の開発に寄与できると期待される。
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